
在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

問２ 診療所の所在地は何区ですか。（○はひとつ） 

ＴＯＴＡＬ  n=107

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

(%)

青
葉
区

旭
区

泉
区

磯
子
区

神
奈
川
区

金
沢
区

港
南
区

港
北
区

栄
区

瀬
谷
区

都
筑
区

鶴
見
区

戸
塚
区

中
区

西
区

保
土
ヶ
谷
区

緑
区

南
区

無
回
答

11.2

4.7

2.8

5.6

8.4

7.5

2.8

11.2

3.7

1.9

11.2

6.5

2.8

6.5

1.9

4.7

0.9

3.7

1.9

 

問３ 標榜科は何科ですか。（該当するものすべてに○） 

 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
(%)

内
科

心
療
内
科

精
神
科

神
経
科（

神
経
内
科）

呼
吸
器
科

消
化
器
科（

胃
腸
科）

循
環
器
科

ア
レ
ル
ギー

科

リ
ウ
マ
チ
科

小
児
科

外
科

整
形
外
科

形
成
外
科

美
容
外
科

脳
神
経
外
科

呼
吸
器
外
科

心
臓
血
管
外
科

小
児
外
科

皮
膚
泌
尿
器
科（

皮
膚
科
又
は
泌

尿
器
科）

性
病
科

こ
う
門
科

産
婦
人
科（

産
科
又
は
婦
人
科）

眼
科

耳
鼻
い
ん
こ
う
科

気
管
食
道
科

リ
ハ
ビ
リ
テー

シ
ョ
ン
科

放
射
線
科

歯
科

矯
正
歯
科

小
児
歯
科

歯
科
口
腔
外
科

無
回
答

90.7

1.9 2.8
6.5

12.1

28.0
25.2

6.5
2.8

28.0
23.4

9.3

0.9 0.0
5.6

0.0 0.0 0.9

15.9

0.0
5.6

0.0 1.9 0.9 0.0

11.2
4.7

1.9 0.0 0.0 0.0 0.9
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在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

 往診専門（外来なし）

無床診療所

有床診療所

無回答

6.5

86.9

5.6

0.9

n=

107

(%)

問４ 診療所の形態についてお伺いします。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問７ ２．在宅療養支援診療所の届出年月についてお伺いします。 

 無回答

 22.4

 

n=

107

(%)

 平成１８年４月～平成１８年９月 平成１９年１０月以降 3.7

55.1

11.2
 平成１９年４月～平成１９年９月

7.5

 平成１８年１０月～平成１９年３
月
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在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

問９ 平成２０年１月末現在で、在宅時医学総合管理料・在宅末期医療総合診療料を何人くらいの患者で請求していますか。 

１．在宅時医学総合管理料：（             人） ２．在宅末期医療総合診療料：（            人） 

在宅時医学総合管理料

０
人

１～

１
０
人

１
１～

２
０
人

２
１～

３
０
人

３
１～

４
０
人

４
１～

５
０
人

５
１～

１
０
０
人

１
０
１
人
以
上

無
回
答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数/平均

99
30.6

4.0 41.4 12.1 5.1 11.1 6.1 7.1 4.0 9.1

 

在宅末期医療総合診療料

０
人

１～

１
０
人

１
１～

２
０
人

２
１～

３
０
人

３
１～

４
０
人

４
１～

５
０
人

５
１～

１
０
０
人

１
０
１
人
以
上

無
回
答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数/平均

73
0.5

68.5 16.4

0.00.0
0.0

0.00.0
0.0

15.1
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在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

問１０ １日の延べ診察患者数はどのくらいですか。平成１９年１２月の概ねの平均でお答えください。（○はひとつ） 

問１０－１ そのうち、往診・訪問診療中心の患者数は何人くらいですか。（○はひとつ） 

  
往診・訪問医療中心の患者数

 

 無回答
無回答

0.0 0.9  １０人以下
 １０１人以上

6.5  １１～２０人  ２６人以上 ２１～２５人

0.911.2 11.2  １６～２０人 13.2 ９１～１００人

6.5 4.7

 ８１～９０人  ２１～３０人3.7 6.5  １１～１５人  ５人以下n=

106

(%)

n=

107

(%)

8.5 51.9
 ７１～８０人 7.5

 ６～１０人13.1
 ３１～４０人8.4

20.8
 ６１～７０人

11.213.1

 ４１～５０人 ５１～６０人
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在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

問１１ １日あたり・医師１人あたりの往診・訪問診療の回数はどのくらいですか。平成１９年１２月の概ねの平均でお答えください（○はひとつ） 

１～２回 ３～５回 ６回以上 往診はしてい
ない

無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数

10749.5 22.4 21.5 4.7
1.9  

問１２－１（平成１９年１２月に１回でも診察したことのある患者のうち、）往診・訪問診療中心の患者数・患者１人当たりの月間平均往診回数を 

お答えください。患者数：（     人）   患者１人当たりの月間平均往診回数（     回） 

往診・訪問診療中心の患者数

０
人

１～

５
人

６～

１
０
人

１
１～

１
５
人

１
６～

２
０
人

２
１～

３
０
人

３
１～

４
０
人

４
１～

５
０
人

５
１～

１
０
０
人

１
０
１
人
以
上

無
回
答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数/平均

100
36.50.0

18.0 22.0 10.0 9.0 7.0 10.0 6.0 12.0 6.0
0.0

 

往診・訪問診療中心の患者１人当たりの月間平均往診回数

 ０回

 １回

 ２回

 ３回

 ４回

 ５回
 ６回以上

無回答

0.0

10.0

56.0

20.0

7.0

1.0
4.0

2.0

n=

100

(%)
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在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

問１２－２ 問１２－１の患者数について、在宅療養の原因となった主な疾病、疾病別人数 

ＴＯＴＡＬ  n=1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90
(%)

がん

脳血管疾患

神経難病

心臓疾患

肺疾患（酸素療法）

その他

無回答

45.0

82.0

48.0

53.0

45.0

65.0

4.0

 

脳血管疾患     １２．７人 

心臓疾患       ８．３人 

神経難病       ５．１人 

がん          ５．０人 

肺疾患（酸素療法） ２．８人 

〔疾病別平均人数（患者数）〕

 

問１６ 在宅療養支援診療所の届出後、患者数は増減しましたか。（○はひとつ） 

 増えた やや増えた 変わらない やや減った 減った 無回答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数

834.8 12.0 66.3 10.8

3.6
2.4
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在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

問１７ 介護保険のサービス担当者会議（カンファレンス）への出席状況についてお伺いします。平成１９年１２月の状況でお答えください。 

介護保険のサービス担当者会議（カンファレンス）への出席状
況（平成１９年１２月）（複数回答）

ＴＯＴＡＬ  n=1070 10 20 30 40 50 60
(%)

カンファレンスへ出席した

カンファレンスからの文書照会
に回答した

カンファレンス開催中の電話照
会に回答した

その他の連携

カンファレンスへの対応を断った

無回答

45.8

56.1

28.0

12.1

10.3

23.4

 

カンファレンス対応を断った件数

０
回

１
回

２
回

３
回

４
回

５
回

６
回
以
上

無
回
答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数/平均

11
2.50.0

36.4 27.3 18.2

0.0

9.1 9.1
0.0

カンファレンスへの出席回数

０
回

１
回

２
回

３
回

４
回

５
回

６
回
以
上

無
回
答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数/平均

49
2.1

2.0 30.6 40.8 18.4 4.1

2.0

2.0
0.0
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在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

問１８ 普段からカンファレンスに出席するなどの連携を行っている医療・介護サービス事業者等に○をつけてください。（○はいくつでも） 

ＴＯＴＡＬ  n=107

0

10

20

30

40

50

60

70

80
(%)

訪
問
看
護（

訪
問
看
護
ス
テー

シ

ョ
ン）

居
宅
介
護
支
援（

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
） 地

域
包
括
支
援
セ
ン
ター

（

地
域

ケ
ア
プ
ラ
ザ
等
に
設
置）

訪
問
介
護（

ホー

ム
ヘ
ル
プ）

訪
問
入
浴
介
護

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テー

シ
ョ
ン

居
宅
療
養
管
理
指
導（

薬
局
等）

通
所
介
護（

デ
イ
サー

ビ
ス）

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テー

シ
ョ
ン

短
期
入
所
生
活
介
護（

特
養
の
シ

ョー

ト
ス
テ
イ）

短
期
入
所
療
養
介
護（

老
健
等
の

シ
ョー

ト
ス
テ
イ）

福
祉
用
具
貸
与
・
販
売

療
養
通
所
介
護（

重
度
要
介
護
者

対
象
の
デ
イ
サー

ビ
ス）

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（

グ
ルー

プ
ホー

ム）

特
別
養
護
老
人
ホー

ム

老
人
保
健
施
設

介
護
療
養
病
床

薬
局

区
役
所（

行
政）

そ
の
他

無
回
答

72.9

65.4

42.1

19.6

13.1

19.6

27.1

19.6

9.3 9.3
5.6 6.5

1.9 0.0
2.8 2.8

15.9
13.1

3.7
0.0

30.8

18.7

3.7

14.0
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在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

問２１ 往診・訪問診療中心の患者の要介護度別の人数についてお伺いします。平成１９年１２月に診療を行った患者数でお答えください。 

（平均人数） 
認定非該当 
（自立） 

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 不明 

５．１ ２．３ ２．６ ６．１ ６．４ ７．１ ７．４ ９．７ ４．４ 

 
 
 

問２３ 往診・訪問診療中心の患者の認知症の状況（認知症高齢者の日常生活自立度等）についてお伺いします。【わかる範囲で結構です。】 

（平均人数） 
自立 Ⅰ【何らかの認

知症の症状を有

するが、日常生

活はほぼ自立】

Ⅱ【日常生活に支障をきたす

症状・行動や意思疎通の困難

さが多少見られるが、誰かが

注意していれば自立可能】 

Ⅲ【日常生活に支障をき

たす症状・行動や意思疎

通の困難さが見られ、介

護が必要】 

Ⅳ【日常生活に支障をき

たす症状・行動や意思疎

通の困難さが頻繁に見

られ、常に介護が必要】

Ｍ【著しい精神症状

や周辺症状あるい

は重篤な身体疾患

が見られ、専門的医

療が必要】 

若 年 性 認

知症（疑い

あ り を 含

む） 

不明 

６．０ ５．３ ５．９ ６．４ ７．６ ３．２ １．５ ６．４ 
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在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

問２４ 在宅での看取りを行った件数についてお伺いします。平成１９年１月から１２月までの１年間の状況についてお答えください。 

 

０
件

１
件

２
件

３
件

４
件

５
件

６～

１
０
件

１
１～

２
０
件

２
１～

５
０
件

５
１
件
以
上

無
回
答

(%)

ＴＯＴＡＬ

ｻﾝﾌﾟﾙ数/平均

107
4.9

16.8 18.7 15.9 8.4 6.5

2.8

11.2 8.4

0.9 0.9

9.3

 
問２４－１ 在宅での看取りを行うにあたり、重要と考えられるものは何ですか。（○は３つまで） 

ＴＯＴＡＬ  n=1070 10 20 30 40 50 60 70 80 90
(%)

治療方針についての家族との合
意

家族・親族の協力

訪問看護ステーションとの密な
連携
治療方針についての本人との合
意

病院との密な連携

介護サービス事業者との密な連
携

ケアマネジャーとの密な連携

他の診療所との密な連携

その他

無回答

85.0

63.6

57.9

45.8

16.8

11.2

11.2

7.5

3.7

3.7
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在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

問２５ 現在連携している訪問看護ステーション 箇所数 

問２６ 現在連携している訪問看護ステーションとは、どのようなきっかけで連携するようになりましたか。（○は３つまで） 

 
 

 

平均２．１箇所 

Ｔ Ｏ Ｔ Ａ Ｌ

ＴＯＴＡＬ  n=107

0 10 20 30 40 50
(%)

医師会等からの紹介

自分の患者が利用していた訪
問看護ステーション
自分の診療所から距離的に近
い
自分から当たった結果、理念が
共有できるところである
同一法人が運営する訪問看護
ステーションである
行政（区役所・市役所）からの紹
介
系列法人が運営する訪問看護
ステーションである
開設者・スタッフ等が以前自分
の診療所で働いていた

その他

無回答

43.0

38.3

33.6

16.8

6.5

5.6

3.7

0.9

21.5

10.3

16.8

0.0

0.9

0.0

0.0

0.0

2.8

8.4

11.2

23.4

36.4

400 10 20 30
(%)

１ ヶ

２ ヶ

 
３ ヶ

 
４ ヶ  

 ５ ヶ

 
６ ヶ

 
７ ヶ  

 ８ ヶ

 
９ ヶ

 
 １ ０

 無
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在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

問２８ 他の診療所・病院との連携に関する具体的内容についてお答えください。（○はいくつでも） 

 
 

 
ＴＯＴＡＬ  n=1070 10 20 30 40 50 60 70 80

(%)

居宅での介護が困難になった
場合の一時的な受け入れ

医師・看護師等のスタッフ研修
の受け入れ

在宅医療機器の保守などのサ
ポート

その他

無回答

緊急時の入院先としてベッドの
確保

２４時間態勢の往診・訪問診療
のサポート

74.8

71.0

57.9

33.6

36.4

9.3

7.5

平均１．６床を確保
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在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

問３０ 患者やその家族などと、どのように連絡・情報交換を行っていますか。（○はいくつでも） 

ＴＯＴＡＬ  n=1070 10 20 30 40 50 60 70 80 90
(%)

緊急時の連絡先や連絡方法な
どを文書等で説明

容態が急変したときの家族の対
処方法を説明

他の医療機関を受診した場合、
結果の連絡を受ける

在宅での看取りについて説明

容態が急変したときの医師等の
処置方法を説明

効率的・効果的な介護の方法等
について家族に説明

介護での注意点を介護サービス
事業者に文書で説明

その他

無回答

82.2

81.3

67.3

67.3

63.6

36.4

28.0

3.7

1.9
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在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

問３１ 緩和ケアに関して行っていることは何ですか。（○はいくつでも） 

ＴＯＴＡＬ  n=1070 10 20 30 40 50 60
(%)

疼痛緩和ケアについて家族に説
明

疼痛緩和のための麻薬を処方

麻薬の管理方法について家族
に説明

麻薬の取扱いについて調剤薬
局と連携

麻薬の取扱いについて訪問看
護ステーションと連携

特に緩和ケアは行っていない

緩和ケア病棟のある病院・ホス
ピス等と連携

要緩和ケアの患者の容態等、介
護サービス事業者に説明

その他

無回答

52.3

46.7

36.4

35.5

31.8

26.2

22.4

15.9

5.6

11.2
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在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

問３２ 在宅療養支援診療所の届出をして良かったと思いますか。（○はひとつ） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

問３３ 在宅療養支援診療所の今後の見通しに 

ついてどう思いますか。（○はひとつ） 
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 良かったと思う

 良かったとは思わない

 どちらとも言えない

無回答

43.0

2.8

50.5

3.7

n=

107

(%)

 今後も継続していけそうだ

 しばらくはこのまま様子をみる

 届出の取り下げを検討している

 取り下げの手続を進めている・
 取り下げた 無回答

37.4

54.2

5.6

0.0

2.8

n=

107

(%)



在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

 

問３４ 在宅療養支援診療所を運営・経営する際の課題は何ですか。（○はいくつでも） 

ＴＯＴＡＬ  n=1070 10 20 30 40 50 60 70
(%)

診療報酬

患者負担

職員体制・人件費の確保

労働時間・体力面

連携先の関係機関の確保

介護報酬

無回答

41.1

28.0

41.1

60.7

60.7

9.3

5.6
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在宅療養支援診療所調査結果（有効回答数１０７箇所） 

 

問３５ 今後の患者の重度化を見据え、在宅療養・在宅医療を進める上で課題と思われることは何ですか。（○は３つまで） 

ＴＯＴＡＬ  n=1070 10 20 30 40 50 60 70 80
(%)

病院の診療所に対する後方支
援の充実

在宅医療に高い関心を持ち実
践する医師の確保・育成

訪問看護ステーションの質・量
両面の充実

診療報酬上の在宅医療の評価
向上

ケアマネジャーの力量の向上

行政の支援施策の強化

診療所医師の技量向上のため
の研修等の充実

介護サービス事業者の医療に
対する理解度の向上

その他

無回答

73.8

46.7

45.8

42.1

23.4

23.4

18.7

14.0

6.5

4.7
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